
平成２６年度 東京都立大江戸高等学校 学校経営計画 

 

平成２６年４月 校長 佐々木 雅人 

 

１ 目指す学校 

(1) 目指す学校 （チャレンジスクールの使命を果たすために) 

○「誰でもいつでも学べる学校｣ 

○「自分にチャレンジする学校」 

○「地域に支えられ育てられる学校」 

(2) 目指す生徒像 

○自分にチャレンジする生徒（何事にもチャレンジし、自らの進路を切り拓こうとする生徒） 

○自ら学ぶ力（基礎学力）を身に付けた生徒  

○マナーとボランティア精神を身に付けた生徒 

(3) 教育目標 

本校は、生徒一人一人が知性、感性、道徳心や体力をはぐくみ、人間性豊かに成長することを願

い、  ○ チャレンジする人間   ○ 創造的な人間   ○ 信頼される人間  

の育成に向けた教育を推進する。 

(4) スクールイメージ  

○ チャレンジ Challenge  ○ 創造 Creation   ○ 信頼 Confidence 

 

２ 中期的目標と方策 

(1) 「誰でもいつでも学べる学校｣つくり 

ア 楽しく学べる学校を目指し、生徒一人一人の多様な学ぶ意欲を受け止める指導体制により、学

ぶ喜び実感できる学校をつくる。基礎・基本の定着を図り、主体的に学ぶ力を育成する。（学習

指導） 

イ 安心して学べる学校を目指し、生徒を支援する相談体制の充実を図るとともに、生徒が社会生

活のマナーとコミュニケーション能力を身に付ける指導を全教職員で実施し、思いやりをもちつ

つ互いを高めあうことができる学校をつくる。 

     教職員による定期的な面談指導体制とカウンセリングルームで相談担当が毎日対応できる体

制を確立し、「教職員に気軽に相談できる」環境を整備する。（学習指導・生活指導・進路指導・

特別活動） 

(2) 「自分にチャレンジする学校」つくり 

ア 総合学科、単位制、三部制の特徴を生かした教育課程を編成する。（学習指導・生活指導） 

イ 生活指導を重視し、時間・身だしなみ・健康等で自律した生活が送れるよう指導する。（生活

指導・健康づくり） 

ウ ホームルーム活動を重視するとともに、特色ある学校行事、部活動、ボランティア活動等多         

様な体験を通して社会性の育成を推進する。（特別活動・部活動） 

エ チャレンジ指定科目と連携した系統的・継続的なキャリア教育を充実させる。（進路指導） 

オ 学校外における学修成果の単位認定など、生徒の様々なチャレンジを支援する。（学習指導） 

(3) 「地域に支えられ育てられる学校」つくり 

ア 地域の人材を活用し、地域の伝統や文化を教育活動に積極的に取り入れる。（学習指導・地域

交流） 

イ 地域の伝統産業や施設等と連携した体験学習を重視する。（特別活動・部活動、地域交流） 

ウ 保護者、地域関係者との連携を推進し、開かれた学校経営を行う。（募集・広報活動、地域交

流） 

エ 学校の人材・施設・設備を活用して、地域文化の向上に貢献する。（地域交流） 



３ 今年度の取組目標と方策 

 (1) 教育活動の目標と方策 

  ア 学習指導 

 ① 教科主任を中心として教科会を充実させ、授業改善を図り、組織的な教科指導を向上させ 

人材育成を行っていく。 

 ② 授業形態の工夫・改善だけでなく、「都立高校学力スタンダード」事業を通して、自発学習

へ向けた指導を充実させ、基礎的・基本的な学力の定着と向上を図る。また、すべての学習機

会を通して、読書の機会を拡充させ、生徒の言語能力の向上を図る。 

③ すべての生徒に分かりやすい授業を実現するため、指導内容・指導方法の工夫に全校的に取

り組む。授業の流れを視覚的に提示するなど「授業のユニバーサルデザイン化」を図る。 

 

  イ 生活指導 

 ① 安心・安全で落ち着いた学校生活を推進し、生徒一人一人の社会的・職業的自立につながる、

地域からも信頼される身だしなみ等の基本的な生活習慣の確立、規範意識の育成を目指す。 

 ② 生徒の個別状況を早期に把握し、きめ細かく組織的な指導を行なう。 

 ③ 校内美化、省エネ、節電について考え、実践する力を培う。 

 

 ウ 進路指導 

① キャリア教育全体計画を改定し、１年次から計画的・段階的に、コミュニケーション能力、

社会性の育成を含めたキャリア教育を充実させる。 

② 三修制、四修制に配慮した進路指導体制を確立し、ガイダンス機能を充実させ、希望進路を

実現する指導を行なう。 

③ 特別な支援を必要とする生徒に対しては、組織的な就労支援体制を構築し、卒業後の移行支

援を見据えて指導する。 

④ 卒業生に対して、定着指導・支援を行う。 

 

 エ 特別活動・部活動 

① 学校行事については内容の精選と充実を図り、生徒会活動・部活動については生徒がより一

層主体的に関われるように活性化を図り、生徒の学校への帰属意識や社会性を高める。 

② 生徒集会の充実、地域と連携した避難訓練等の実施により、社会連帯の精神と責任を重んず

る態度を育成する。 

③ 部活動を生活指導部の下に明確に位置づけ、体罰、暴力的指導や行き過ぎた指導のない部活

動を展開する。 

 

オ 健康づくり  

① 多様な生徒に対応した教育相談体制の確立を図り、心と体の健康づくりへの組織的な取組を

行なう。 

② 学校保健計画に基づき、生徒・保護者が主体的に健康に関する意識を高めるよう、組織的指

導の充実を図る。 

③ 学校給食を活用した食育を一層推進する。 

 

カ  募集・広報活動（地域交流等） 

① 募集・広報活動担当として総務部が中心となり、学校情報を更に積極的に発信するとともに、

地域の一員としての自覚を高め、生徒・保護者が地域に働きかける活動を推進する。 

② 地域の関連諸機関との連携を強化し、地域の教育力の活用の促進を図る。 

キ 学校経営・組織体制 

① 企画調整会議を学校経営の中心に位置付け、学校運営を組織的計画的に進めるとともに、校

内研修を充実させ、目指す学校像に関する教職員の共通理解を高め、一貫した指導を行う。 

② 学校経営計画の実現を目指す経営参画型経営企画室としての機能強化を図る。 

③ 施設・設備の安全管理、非常時の危機管理体制を整備する。 



 (2) 重点目標と方策 

  ア 学習指導 

① 年17回開催する教科会の中で、ＯＪＴとして授業力向上のための研修を行う。全教員が年１

回以上授業公開を行い、１人２回以上他の教員の授業公開を参観する。他校で実施される指導

教諭等の模範授業に参観し、教科内等で伝達研修や分析会を実施する。 

  

② 教務部を中心に、各教科で「学力スタンダード」等により到達目標を定め、目標の達成に向

けて統一した教科指導・評価を行い、達成状況を分析する。 

また、大江戸スリーステップトライに取り組む。 

【ステップⅠ】 

＜やる気を引き出す＞ 

動機づけ 

【ステップⅡ】 

＜できるを導く＞ 

スモールステップで達成感 

【ステップⅢ】 

＜さらにやりたい気持ちを育む＞ 

自発的学習へつながる指導 

  

 さらに、週休日・長期休業日等でも学習活動を切らさないために、定期的に教科主任会を開

催し、教科間の情報交換や連携を図り、全教科の総合的な学力向上に向けて各教科の課題設定

等の時期・分量等の調整を行うなど教科を越えて学力向上に取り組む。 

 夏季講習は20講座を開講し、延べ200名以上を参加させる。  

 調べ学習等をできるだけ取り入れ、図書館利用の充実、読書月間の設定を通して、読書活動

を推進し、「高校生書評合戦首都大会2014」に参加する。 

③ 分かる授業・できる授業を実現するため、授業のはじめに、その授業の流れを４項目程度で

視覚的に提示する等の「授業のユニバーサルデザイン化」をさらに推進し、学校全体で共通の

指導方法等を確立する。 

     生徒による授業評価を年２回実施し、理解度・満足度において肯定的評価を80％以上とする。 

 

  イ 生活指導 

① 平成27年度全校実施の「生活指導統一基準」を見据えて、本校の指導体制の見直しを図る。 

  「授業を大切に」を第一に掲げ、全教員が授業規律の確保・維持に努め、授業開始時刻と同

時に授業を始め、生徒に「時間を守る」意識を育成する。そして、授業の開始時・終了時の挨

拶を敢行させる。 

② 本校の「他人のチャレンジを邪魔しない」のコンセプトの下、全教職員が学校全体で統一し

た指導基準を共通理解した上で、遅刻防止・頭髪・服装等の生活指導を行う。集会・儀式、ホ

ームルーム活動を通して、公共の場や交通機関だけでなく、学校生活を送る上でのルールやマ

ナーを厳守させ、規範意識を高める。特別な支援が必要な生徒への生活指導について、カウン

セリング委員会と連携して実施する。毎日３回の校内巡回を、年間を通して実施する。年２回、

組織的な校外巡回を実施し、近隣苦情ゼロ件を目指す。 

③ 毎日の清掃指導の充実を図り、来校者の清潔感に関する肯定的回答を90％以上とする。 

 

ウ 進路指導 

① チャレンジ指定科目委員会の活性化を図り、「チャレンジ指定科目」の指導内容・指導方法

を検討・改善し、自己理解と将来設計の活動を重視し、計画的・系統的なキャリア教育を実施

する。意図的にグループ作業を行わせ、その中で率直に話し合うことを通して人間関係を形成

するというソーシャルスキルトレーニングを計画的に５回行い、良好な人間関係づくりを推進

し、相手の立場を踏まえた適切なコミュニケーションができる生徒を育成する。 

② ハローワーク、サポートステーション等の地域機関と連携を深め、進路指導を充実させる。 

   生徒との個人面談を３回以上、必要に応じて進路指導部を含めた保護者面談を実施し、個別



指導を充実させ、自己理解を深めさせ、自己の適性を見極める指導を行う。 

     生徒の進路実現にむけ、講習、補習、面接指導等を実施し、進路決定率を80％以上とする。 

     進学者については学力の推移、就職者については資格取得の状況を分析し、組織的に進路指

導を行う。１・２・３年次全員に統一した基礎学力テストを実施するとともに、資格取得を奨

励し、資格取得者110名を目指す。 

③ 特別支援教育コーディネーターが中心となり、特別支援学校と連携した進路指導の充実を図

り、特別な支援を必要とする生徒に対しての「学校生活支援カード」、「学校生活支援シート」

を活用し、進路実現を図る。 

④ 昨年度の卒業生全員に「卒業生進路アンケート」を送付するとともに、教員が20校の進学先

訪問、20社の企業先訪問を行い、卒業生の悩みや課題の把握とともに、在校生の進路指導に活

用する。 

 

  エ 特別活動・部活動 

① Ⅰ部、Ⅱ部、Ⅲ部の生徒が一堂に会する学校行事をより充実させ、体育祭・文化祭等への参

加率を80％以上とする。 

 生徒会活動・部活動を活性化させ、部活動加入率については65％以上、全国レベルの大会出

場については２つ以上の部活動を目指す。 

② 全校集会や部集会を活用し、校歌指導や講話等の指導を充実させ、大江戸高校生としての自

覚と連帯意識を育成する。特に、集会においては、時と場に応じた、身なりや所作がきちんと

できる生徒や時間を意識して、行動する生徒への育成を目指し重点的に指導する。 

③ 全教員を対象に体罰防止、いじめ防止の校内研修を行う。また、部活動の顧問教諭は、部活

動の「指導方針等」を作成し、生徒・保護者に対して説明を行い、さらに保護者に対して指導

状況の参観の機会を設ける等体罰防止に向けた取組を行う。外部指導員については、経営企画

室を含めて委嘱・承諾を適切に行う。 

 

  オ 健康づくり 

① 週５日間、カウンセリングルームにスクールカウンセラー、フレンドシップアドバイザーが

常駐する体制を構築する。 

  「精神科医の校医事業」及び「都立高等学校等への特別支援教育心理士巡回相談事業」の実

施校として、専門家のコンサルテーションを生かすとともに関係機関との連携を図る。 

② 新たな感染症、心の健康づくり、食物アレルギー等の健康課題を理解するための校内研修を

開催し、組織的で具体的な取組への実践力を高める。生徒対象には、薬物乱用防止教室、情報

モラル教室、交通安全教室、喫煙防止教室を開催する。 

   保護者対象には、スクールカウンセラー等による講演会を開催する。 

③ 担任、栄養職員等が中心となり、学校給食を活用した食育の一層の推進やテーブルマナー講

習会の実施を通して、正しい食生活、食に関する知識・理解を深めさせる。 

 

  カ 募集・広報活動（地域交流等） 

① 校内において学校説明会を7回実施し、参加者数を1000名以上とする。 

 適応指導教室36か所、及び１年次生出身中学校等を訪問し、学校情報を提供する。 

 広報に関わる資料の作成・配布を５回以上行う。 

 退職教職員等ボランティアも活用し、400名以上の個別学校見学へ丁寧に対応し、入選倍率

において２倍以上を堅持する。 

   ホームページの充実を図り、ＨＰ管理委員会で更新内容の確認をして、月２回以上更新する。 

② ボランティア体験、インターンシップ、福祉施設体験を実施し、社会参加活動を行う。事業

所80社以上と連携・協力を図り、体験授業の充実を図る。さらに、学校設定科目において、市



民講師を積極的に活用する。 

 

  キ 学校経営・組織体制 

① 「ＯＪＴ診断基準」、「執務ガイドライン」を活用し、教員が一体となって学校運営に当たっ

ていく体制を構築する。全教職員による校内研修会を３回以上、課題別ミニ研修会を年10回以

上実施する。 

② 「経営参画ガイドライン」や事例集を活用し、経営企画室の経営参画を推進し、教育職員と

行政職員が密接な連携のもとに学校運営を進める。授業料・学校徴収金等の滞納者数をゼロと

する。 

③ 施設・設備の安全確認・効率的利用の視点から校内外を巡視し、より安全・安心な学校環境

を整備し、不備による事故をゼロとする。町内会の一員として、地域ぐるみで地域を含めた防

災教育の推進を図る。 

 

 


